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秋吉石灰岩層群．Profusulinella　bePPensis

帯以下の有孔虫化石帯’

沖・ 村 雄 二

Foraminiferal　Zones　Underlying　thサ　ProfusulineZlα　beppenstS

　　　　　　　　　　　Zone　of　the　Akiyoshi　Limestone　Group

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

By

Yuj　i　OKIM亡RA

ABsTRAcT：The　Carboniferous　formations　widely　distribute　on　the　southern　slope　of　Minamiyama

and　Daiyama　of　Akiyoshi　Plateau，　Southwest　Japa耳，　where　the　type　localities　of　the　Mi”〃6”a　sp・

αZone　of　Toriyama，　and　the　Endoth］ra．Zone　of￥urata　were　recognized．　They　show　a　general

trend　of・NEE　strike　and｛bllowing　5　sedim6ntary　faciesごan　be　recogn三zed　probably　in　ascending

order．

　　　　　1）1　Sands．to耳e．and　chert　facies

　　　　　　　　　　　　　Fault？　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　2）Schalstein　facies　with　chert　and　limestone　lenses

　　　　　3）Oolitic¶1imestone　facies　with　intercalated　thin　chert

　　　　　些）Algal　limestone　facies　with　small　limestpne　pebbles　in　its　lower　part　　　　、

　　　　　5）Massive　limestone　facies（chieHy五ne　calcarenite）

　　The　strata　of　thg『10wer　three　facies　indicate　the　south　dip　while　the　dip　and　strike　of　the　upper

two　ones　are　uncertain．　Throughout　the　faunal　arrangements　of　12010cali‡ies　on　6　routes　in　this

area，　it　was　rocognized　that　the　characteristic　variation　of　fQraminiferal　faunas　exceedingly　matche’s

that　of　rock　facies．　And｛bllowing　five　fbssil　zones　canわe　distinguished　by　each　peculiarity　of

their　f（）raminiferal　faUnas，　probably　in　ascneding　order。

　　　　　a）Eπ4b’妙rπsp．　A　zone　　　　　　　　　　　　‘

b）Psendoendothコra　spircides　zQne　－　　　　　 ・　　　　　 1　　　　　　　　・

c）Millerelea　sp．　A　zone　　・

d）P58曲∫εψZZαsp．　A　ZQne

e）Pr・fusulinella　bePPemsis　zone

　　The　above－stated　faunal　zones　．can　be　established　by　the　comparable　thin　section　study　of　the　fo・

ram三niferal　faunas　mainly　composed　of　EndothyroidS，　Palaeotextularids，　Tuberitinids，Archaediscids

and　pr量mitive　Fusulinids．　It　is　interesting　to　have　con丘rmed　the　Endoth）ra　sp．　A　zone，　Pseu｛leeπdo・

thyra　spirdides　zone　both　withoUt　Mi〃ere〃α，　and　the　Pseudestaj］’e〃αsp．　A　zone　with　similar　foraminif－

eral　fauna　to　that　o　f　the　Millere〃召zone　wit翼out・an’y　form　of　Profusuline〃a．　But　the」Pseudostaffe〃a

sp．　A　zone　may　be　included　in　the　MUIere〃a　zone　or　Pr6fuSutine〃a　zone　by　a　detail　study　in　fUture．

　　The　aboverstated　fiv6｛k）ssil　zones　in　this　afea　can’ShfelY　be　correlated　to　the丘ve　foraminifer綾1

20nes　of　the　Mitsudo　group　of　the　Atetsu　limestone　plateau，　Okayama　Prefecture，　as　fblloWs；

　　　　　　　　　　　　Akiyoshi　area　　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　Atetsu　area

a．

b．

●
　
●C
d
e．

E冠b’妙昭sp。　A　zone……・………・・……………・…・……r……PJectog　yTa‘oMMUniS　zone

Pseude・癩励ψ・・漉…n・∵・・……・………・………………E84・”脚珈磁・z・n・

ル匠〃878〃αsp．　A　zone……・………・…∴……………・・…………Endot妙ra　Symmetri‘a　zone

Pseud∂5’ψ〃αsp．　A　zone・…・・………………………………・・り4tetsu〃a　meaπdera　zone
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Foram三総三fera1£a繊a◎f　t｝ie　P’se＃dθstaS7egla　sl）．　A　zo無e三s　comlparable　to　that　of　the．Atetsue〃a　7ηθ飢・

dera　zoRe　exccpt　’Prefusulinella　aRd　ASetsue｛la．　The　above・⑳胤ionedβve　fossil　zones・f　this　area

pr・b・b！y・a籠9¢f瀧鷲h・・PP・・L6w・・t幡・1・w・・Midd1・C・・b・箆量f…u・in・9・．
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　　　　石
阿哲台の化石帯との対比

国際的対比について
お、　わ　り　に

き
相
帯

1．ま　　え　　が　　き　’

　　近年，古生代の小型有孔虫類による化石層序学的研究は紡錘虫類による中・上部石炭系お

　よび二畳系の研究とおなじように・デボン系と下部石炭系にかんして注目をあびはじめてい

　る。その理由としては，古生代小型有孔虫のいくつかのグループについて，外形に依存して

　いた分類からすすんで薄片による内部構造の研究がある程度確立されてきて，その結果小

　型有孔虫化石群による地層の区分や対比ができるようになったことがあげられる。ことに

　EndothyroidsはもちろんPalaeotextularids，　Archaediscidsなどの利用がひじょうに有

　効であるとしたM－MAKLAY（1960）の報告は注目される三沿海州およびテチス海地域に属

　する中央アジ々においても，Endothyroids，　Archaediscids　．および初期の紡錘虫類による

　分帯がおこなわれている。（M・MAKLAY，196σ；SosNINA，1960）

　　現在までH本では，古生代小型有孔虫の研究はほとんどすすめられていない＊。さきに筆

　者（1958）は阿哲台における名越層のEndothyroidsにもとつく．化石層序学的研究を発表し

　たが，秋吉台にも同様の地層のあることを予想し，主として小沢儀明（1923）によりC1の

　記号をつけられた地層を対象に調査をはじめた。この地層についてはすでに小沢をはじめと

　して，鳥山隆三（1954a，b，1958）の研究，湊正雄・加藤誠（1957）の地質時代についての見

　艦長谷川美行く1958）によるArag《mOphγ19um　Stmoi亜帯にはMilLerelLαを産しないという

　報告，さらにMillerellα帯（鳥山，1958），　EndρthPtra帯（村田正文，1961）の提唱など多く

　の研究がある。筆者はさらに鳥山の諮ZZer詔αsp．α帯およびProfnesntinellα　beppensis帯が

　ら産する紡錘虫類，および多数の小型有孔虫類について研究をつづけ，その結果の一部は鬼

．丸層産小型有孔虫化石群と比較して予察的に報告した＊＊。それと関連して阿哲台においてさ

1

＊矢部（1942）SaccammlR◎psis　！imestone”の研究のほか，早坂（1924），．小沢（1925），藤本（1936，

　1938，1961）およびSeHWAaER（1883）のわずかな記載にとどまる。

＊＊日本地質学会西臼本支部例会く1960泓23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　きに識別したEndothyroidsによる化石帯およびその地質時代についてあわせて再検討し

　　た。まだ十分な結論をだしえない問題も残されているが，大方の御教示と御批判をたまわり

　　たくここに報告する。

　　　この研究をすすめるにあたって，終始指導と激励をいただき，原稿も閲読してくださった

　　広島大学今村外治教授・長谷晃助教授に深く感謝する。・英国グラスゴー大学ROBERT　H．

　　CUMMINGS教授には顕微鏡写真による小型有孔虫類の検討をいただき，また九州大学勘米良

　　亀令助教授には紹介の労をたまわり貴重な意見をいただいた。野外調査にあたり九州大学鳥

・ 　　山隆三教授・秋吉台自然科学博物館の故恵藤一郎館長・川崎魅館長・太田正道・庫本正学芸

　　員および青少年宿泊訓練所の猶野計一氏にはあたたかい援助をいただいた。またこの研究中，

　　広島大学中野光雄博士をはじめ多くの方々から意見と批判をいただいた。厚く感謝する。な

　　お本研究費の一部には，昭和35年度および36年度文部省科学研究費を使用した。

皿．岩 相

　秋吉台石灰岩層群について，はじあてくわしい報告をした小沢（1923）は黛の巣，大久保

付近の緬状石灰岩に注目し，その南域に分布する無化石層＊との関係にふれていないが，す

くなくとも両者が構造的関係にあるとは考えていない。しかしその後の多くの研究者は，こ

の両者が構造的接触関係にあり，秋吉石灰岩層群の最下部層は小沢の石灰質輝緑凝灰岩およ

び緬状石灰岩からなると考えている。　　　　．　　　　1

　筆者はこのような岩相がひろく分布する秋吉・南山南麓一帯，すなわち黛の巣～大久保～

広谷～階徳付近を調査し，小断層はみとめられるが，全体として南の岩ケ下付近から北へむ

かって，次のような岩相区分のなされることをみとめた。

　　（1）砂岩・チャート層

　　（2）輝緑凝灰岩層（チャート・石灰岩爽在）

　　（3）鯖状石灰岩層（チャート爽在）

　　（4）石灰藻右灰岩層（下部は細礫質）　　　　　　一

　　（5）塊状石灰岩層

　この区分は第1表および第1図にしめす6ルートにおいて確認したものである。（1）から（3）

の地層では走向傾斜が測定され，ほぼ東西走向で南傾斜をしめしている。他方（4）・（5）の地層

ではまったく走向傾斜を知ることができない。したがって見掛上は（1）の地層が上位にくるよ

うにみえるが，後述する化石帯の順序から判断すると，本来の層序は下位から上位へ（1）～（5）

の順になるとするのが妥当である。しかし（1）と②の間には急角度の断層が推定され，大久保’

付近では輝緑凝灰岩層さらにその西方では師状石灰岩層が観察されない。しかし平原～大久

保の道路ぞいにみられるように岩相の変化は漸移的であり，初生の層序関係がいちじるしく

変えられているとは考えられない。これら各岩相の分布とその相互関係について記述する。

　砂岩・チャート層と輝緑凝灰岩層：砂岩の分布はひろく，調査地域内では平原～岩ケ下～

階徳南域にみとめられる。平原付近では一部に粗粒あるいは礫質の砂岩がみられる。　P

＼
＼．

＊鳥山（1954）の太田層群鼓ケ缶層，長谷川（1958）の岩山角岩層・岩ケ下砂岩層，村田（1961）の

　二神層および八重ケ原層に相当する。　　　　　　　　　　　　　　・
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　砂岩を主とする岩相の北側に帯状に分布するチャート層は，水平・垂直両方向とも岩相の

変化がかなりみとめられ，一般に北側の緬状石灰岩層に近い部分では輝緑凝灰岩と互層しジ

南の砂岩層にちかい部分では砂岩と互層する。これら互層部では細礫質の石灰岩レンズを爽

在するが，チャートと輝緑凝灰岩が互層する部分にはさまれる石灰岩レンズ＊（AK’31地点）

から有孔虫化石をみとめた。大久保付近は層理不明の白色チャートのみからなる地層である

が，やはり砂岩層にちかくなると砂岩と互層する。

　鮪状石灰岩層＊＊：平原北方では上述したチャート層の北に暗灰色の細礫質石灰岩が発達し

AK　9地点ではチャートを爽在する。この細礫質石灰岩＊にひきつづき，径0．35～0．95mm程

度の同心円状0◎liteを特徴的にふくむ石灰岩がくる。広谷から大久保にいたるルートでは，

輝緑凝灰岩中に細礫質石灰岩がレンズ状にふくまれるだけで鰯状石灰岩はみとめられない。

本層とチャート層との直接の関係をしめす露頭はみられないが，両者の走向傾斜はよく調和

している。

　石灰藻石灰岩層＊＊＊と塊状石灰岩層＊＊＊＊：鳥山の秋吉石灰岩層群1協翫r醗編sp．鷹帯および

ProfusUtinallαbeppensis帯に相当し，ともに灰色～灰白色石灰岩からなる。鯖状石灰岩層に

ちかい部分では細礫質であるが，漸次石灰藻石灰岩にうつりかわる。典型的な石灰藻石灰岩

の上下両部分ちかくでは一般に石灰岩の細礫をふくんでいる．本層と大久保・平原北方など

にひろく分布する鯖状石灰岩層との関係はまだ結論にいたっていない。しかし，鯖状石灰岩

層がADE、ルートにおいてまったくみられないことは，　ADEルート以東における広域分布

にたいし異常である。この異常は化石帯の追跡によっても確認できるが，黛ノ巣・伊佐断層

（村田，1961）に伴なう後成変形の所産なのか初生の非整合を意味するものなのか，あるい

は単なる相の水平的変化にすぎないか明確でなく，小沢による無化石層と秋吉石灰岩層の関

係に関連する問題であるかもわからない。今後の精査を要する。石灰藻石灰岩の北に塊状石

灰岩層がくるが，これはPr（卿ε臨滅Zαを含み一部はPseudooliticである。分布は未詳で石

灰藻石灰岩との境界もはっきりしない。

　＊岩質の異なる2石灰岩があり，ひとつはfine・calcareniteで淘汰のよい海百合の破片を主構成と

　　し，基質はひじdiうにせまい。他のひとつはcoarse　calcareniteで凝灰質堆積物の破片
　　（intraclasts？）と有孔虫・珊瑚の破片などを豊富にふくみ，基質はsparry　calciteからなる。

　＊＊一般に直径三　mra．前後のeellteと，まったく◎olitlC・textureをもたない認◎chem§（大部分は

　　生物の遺骸の破片）の混在するcalcareniteであるが，　ooliteの方が卓越し，少いものでも50％

　　をしめる。◎oliteの核自体が玉mm．をこえることもある。基質はせまくsparry　calciteからな

　　る。おそらく層序に平行する岩質の変化があり，allochemsの大きさが下部から上部に向かい，

　　粗粒から細粒へ規則的に変化するのをAKルPtトで3回みとめている。　o◎liteに？いても同様で，

　　同時にfaunaについても岩質の変化と調和する構成要素の量的変化がある。
＊＊＊下部と上部で岩質はことなる。下部の石灰岩は局部的変化がはげしいが，大部分はF◎LK（1959）

　　によるfine　calciruditeと考える。　angularな海百合の破片を主構成とするが，比較的淘汰のよ

　　いものにわずかながらm三crocrystalline　calciteからなる基質中にsuperficial　ooiiteが観察され

　　るものもある。ADO1およびADIでは0・6　mm．前後のoolite，がかなりみとめられるが，それ
　　とsparry　calcite　matrixとの境界ははoきりしない。岩質の局部的変化はgrain　sizeの差と基

　　質の広さに支配されるが，基質は一般にsparray　calciteである。上部の石灰岩は大半典形的な

　　algal　biol三th三teであるが，　i　mm．前後のintraclastsや海百合の破片が散点して観察される。

＊＊＊＊medium　calcareniteで基質はひじょうに広く，おもにmicrocrystalline　calciteからなる。基質

　　のせ憲いものではs琳rゴycalciteもio％程度みとめられる。有孔虫は比較的完全な型で観察され

　　るが，他の石灰藻・珊瑚・海百合はすべてsand　grain大の破片である。

1
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　以上のべた岩相層序はAKD・ADルートの西方にも追跡される。それはAKDルートの

北側山麓一帯における石灰藻石灰岩の分布，ASK　1～4とAMK　1における鰯状石灰岩の存

在によって予想される。しかし鰯状石灰岩は経塚付近においてわずかに観察されるのみで，

大久保付近にくらべてその分布はせまい。

In．化 石 帯

　最近村田（1961）は秋吉石灰岩層群最下部，すなわち鳥山のMillerεZla　sp。　Ct帯の下位に

醒砿妙σ帯を設定し，阿哲台の名越層の化石帯と対比したが，その詳細はまだ報告されて

いない。筆者は村田がEndothyrα帯の標式地とした大久保付近において，　Profusulinellα帯

以下の地層から産する有孔虫化石にういて研究し・南から北へ順に配列する次のような化石

帯を識別した。

　　ω　EndethPta　sp．　A帯

　　（2）Psen・1・end・thyra　spiToi　ees帯

　　（3）Mill（7，　ellα　sp．　A帯　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　（4）必α妨o飲卵Zαsp・A帯

　　（5）Pr（梅3臨麗1脇ろ卿｛煽5帯

　地層の走向傾斜からは本来の上下関係を明らかにできなかったが，この化石帯の配列から

、すれば南のものほど層序的に下位にあると考えられる。このことは阿哲台の化石層序との比

較からも支持される。なおこの化石層序区分は，紡錘虫類とすでに薄片による研究がすすん

で，種のグループがわけられる段階にある小型有孔虫のEndothyrqiαs（REITLiNGER，1960），

Palae◎textu！arids（CuMMINGs，1956），　’　Archaedisclds（M－MAxLAY，1953，1957）および

TuberitiRids（M－MAKLAY，1958）にもとついたものである。その他小型有孔虫類は，その

分類と化石層序学的分布についての研究が十分にすすんでいないので補助的利用にとどめ

た．珊瑚化石群については検討中であるが，村田はEndothPtrα帯の珊瑚化石群がMiLZereZlα

帯に産するNagαmophorllum　faunaとは異なるとしている。しがし筆者の資料では有孔虫類

による化石帯の境界と，珊瑚類によるそれとはかならずしも一致していない。

　上記の化石層序区分は，先述した岩相層序区分ときわめてよく調和する＊。以下各化石帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇

について詳述する、

　ω　薦磁妙osμA帯
　輝緑凝灰岩・チャートからなる地層で，AK　31地点では5枚の薄い石灰岩レンズを爽在

する。この石灰岩は細礫質で暗灰色と灰色の2種がある。化石産地は上記AK　31地点だけ

であるが，その化石内容は他の化石帯におけるどの産地のものともいちじるしくちがってい

て，EndothyrG．sp・A・翫ろθ瓶鵜s群（T・　minima　greup）・Tetratexis　sp・（Z　minima　grouP）

の3種にかぎられ醐磁妙窃sp・Aが圧倒的に多いe

（2）Ps認舳噸卿如耀es帯
　鯖状石灰岩層に相当し，AK　9およびAKD　1～4の地点ではそれぞれチャpmトおよび輝

＊同一化石欝のfaunaの構成要素について，その量的差異はallcckem§の§izeの差に関連しており，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声

　岩相と化石帯の関係の詳細は検討中で近い将来報告する。
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表1
囮
A

　
　
　
ア

図
B
園

禾ヒ去蔵岩彦群下部の岩相
および有5L虫類の・多序蓼飽β布

　　T；Tuberitinids，　Am；Ammodiscids，　E；Endothyroids，

　　F；Fusulinids，　P；Palaeotextularids，　Te；Tetrataxids，

　　B；Biseriaminids，　A；Archaediscids

1；塊状石灰岩，2；石灰藻石灰岩，3；石灰藻石灰岩（畑礫質），

4；輌状石灰岩，5；輝緑凝灰岩，6；チャート，7；砂岩

緑凝灰岩が観察される。きわめて豊富な化石内容をもち，Enaothorrα　sp・A帯の3属にたい

し19属が識別される。Endothyroids，　Palaeotextularids　Tetrataxids，　Archaediscidsと

くにEndothyroidsが種属数からも個体数からも多い．全体としてPsendoen♂otdγrα　spiroides＊

が特徴的で，その他πθc6ggγrα夢7乙osαgroupとP．　brαφγi　groupもこの化石帯を特徴づけ

る。また平旋回型の有孔虫がはじめて観察されることも注目される。

（3）MiZlerelZα　sp．　A帯

石灰藻石灰岩層に相当しその下半部は鏡下では常に細礫質石灰岩である。そして上半部は

＊Pseudoendoth　y7a　MiKHAiLov，1939はFttsutinella　struvii　M6LLER，1879をtype　speciesとして設定さ

　れ，Parastaffelta　RAusER－CHERNoussovA　l　948とEoparastaffeLta　VDovENKo，1954とは同名であり

　Lower　Viseanからすでに産出している。
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細礫をふくまない石灰藻石灰岩である。またこの化石帯には非石灰質岩はみとめられない。

化石内容はきわあて豊富であるが，Psenclontoth＞tra　spireides帯におけるEndothyroidsの

ように，とくに卓越して多産するものはみとめられない。MilLereLLgをはじめ0羅欝廉ε伽，

Clomospires，αo伽蜘臨鵜，　Ps《磁oε励毒妙畠騨舩蜘などがあたらしい要素として加わっ

てくることが，この化石帯の特徴となっている。またBr晦παとTmberia’naは他の化石帯

のそれにくらべ，比較的多く観察されるごとも特徴のひとつである。この化石帯の化石内容

は産地によってかなりのちがいがあるが，それは石灰藻石灰岩の岩相の差異一細礫質である

か否かの一にだいたい一致しており・下半部の細礫質石灰岩ではPsα雇α漏o吻rαが細礫質

でない上半部ではGlomospirαがいちじるしい＊。

　（4）Ps（煽os次押Zαsp・A帯　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　石灰藻石灰岩層の最上部に相当する。この化石帯を識別した理由は，AD，　ADE，　AKNの

各ルートで飛鰯03碓伽を多産するがPr｛旗s読ηε砺を伴なわない部分をみとめたことに

ある。このρse認os麺擢勧にはPr晦s臨鴛醗曲卿e魎s帯のPsεurlgst《曜脇と同種のものと

異種のものがあるe化石群の全容からみると0鵠磁加翫，1協漉7e磁，　EndotdγrGの多いこと

は下位のMitlεrelga　sp．　Ai帯とにている、しかし麗o鯉αをのぞくEndothyroidsはすく

なくなり，PZectOg　yアiua，　Mikhαilovella，／Archαedisωns，　Tetr（mm　is・minimα　groupなども観察さ

れず，かわって紡錘虫類が比較的大きな割合をしめてくることはP・・fusntinellα　beppensisイ1｝
　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

にちかい。Pse認o銘喚ZZαのほかにTmberitinα　bulbαceα　groupがあたらしい要素としてあげ

られる。　　　　　　　　’　　　　　　　　、　　　　．

（5）Pr・fusulinellα　beppensis帯

　塊状石灰岩層に相当する。Profusntinellαがはじめて観察されることで特徴づけられる。

EndothyroidsではBredyirsaが多く，　Palae◎textularidsではCZ‘㎜α撒∫瀦が多い。ま

た産出する全有孔虫類にたいする長軸の紡錘虫のしめる比率が多くなり60％をこえる。

一ここに識別したMilZεrella　sp．　A帯～ProfuasaliuεLLa　bepρεrzsis帯は鳥山（1954）および村

田（1961）の標式地にあたる、Psezuiostaffella　sp・　A帯の化石群は，後述するように阿哲台

におけるAtetsuella　meαnderα帯のぐれと類似しているが，今後資料の増加によりMilZereZZα

sp．　A帯の上部か，あるいはProfmasntinellα　beppensis帯の下部に一括されるかもわからない・

IV．阿哲台の化石帯との対比

t

　さきに筆者（1958）は岡山県阿哲台に発達する石灰岩層群の最下部に位置する名越層を，

Eadothyr◎idsにもとついて下部から上位へ次の5化石帯に区分した。．

a・．PZec鉛9）trα・comanuniS帯

　　b・PLectOgγrα　Primaa帯

C・翫d・thyrα　spiア・ides帯　　　　　　、

d。　Endetbyrαsymmetricα帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　e。　ノ歪麟3癬偽脚磁6ε7窃帯

＊興味ある問題であるが，この細礫質の石灰岩の化石内容は，下位あP卿伽π伽妙α卿癖伽帯のぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　れに似ており，しかも，少ないながらGte5iva｛VZtgina，　GSemgspiraなどの新らしい要素を含んでいる。
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　　そしてこのさらに上位に重なる小谷層がMiller（メ1α帯一Fusulinellα帯に相当すると考え

て・名越層の時代を全体として下部石炭紀とした。Endothyroidsについての研究はその後

進展して，いちじるしい属の変更と新設が北米およびソビエトの研究者によってなされてき

た。その結果として上記化石帯の部分的変更をよぎなくされている。また筆者は，秋吉石灰

岩層群下部層からきわめて豊富で保存のよい資料をえて，阿哲台のものに若干の再検討を加

えることができた。

　阿哲台における化石帯の基準としたEndothyroidsのみならず，薄片による特徴のはっき’

りわかっているPalaeotextularids，　Archaediscids，　Tubertinids，　Fusulinidsなどをも基準

にして秋吉台と阿哲台の化石帯を比較してみると，たがいにきわあてよく類似した関係にあ

．ることがわかった。以下両台の対比についてのべる。

　（1）Endothyrα　sp・A帯

　きわめて少数の属だけからなる秋吉台のこの化石帯の化石内容は，阿哲台における

PLectOgγrα　comnzunis帯のそれと一致する。阿哲台においてPtectOgγrα　cemmunisとしたもの

は秋吉台のEndotdγrαsp・Aと同種であり・Endotbyrαから変更されたQu，tsiendothyrα

comnzunis＊とは異なる・したがって阿哲台のPLectOgγrα　communis帯を．E》z♂o魂γrαsp．　A帯

と改め，秋吉台op同名の帯と対些する。

（2）P3e認oe認o吻アα　spiroides帯

　阿哲台におけるEndotdγrαspiroides帯1こ対比される。この帯化石はPsendoeπdothwα

spiroides＊＊と改められ，秩吉台の本化石帯の帯化石と同種である。両台におけるこの化石帯

の有孔虫化石群は・第H表にしあすように多くの点で酷似する。産出化石の大部分をしめる

．　Tuberitinα，　PZectOgγrα，　Endotdγrα，　Pseudoendothγrα，　Tetrαtαn　isではおなじgrOUPに属する

種が両化石帯でみいだされる。ただArchaediscidsに属するものとPalaeotoxtularidsに’

属する1）eckereZlinα？　sp．とDeckereZZα？　sp．が阿哲台でみとめられなかったが，これらは秋

吉台においても産出のきわめて少ないものである。　　　　　　　一　　　　『

　（3）MiLlereZLα　sp．　A帯

　阿哲台における嗣0雄γrαS卿ε6rεCα帯（帯化石の属名の変更によりPse認0επ40吻rα

sornZMetricα帯と改名）に対比する。1腕漉rεZZαを阿哲台では観察していないがPsε掘oε加1砿妙α

sornmzetricαは秋吉台でも本帯になってはじめて観察される。化石群全体としての性格も両台

において類似する。すなわち多産するTuberitinα，　PalαθotextuZαriα，　PZectOg，　vrαではおなじ

grOUPに属する種が両化石帯にみいだされる。秋吉台に産するPZectOgorrinα，　Endoth　yrαneZlα，

・8r吻加α，1）eckereZtinα？，　Archaediscidsなどは阿哲台ではみとめていないが，これらはす

＊Quasiendqth］ra　RAusER－CHERNoussovA　1948は，　EπdothNra　eommunis，　E．　konensis，　E；kobeitusanaな

　どの再検討によって，原記載におけるようなPlectogyroid　coilingでなく，むしろ平施回型に近い

　属として設定された。

＊＊E・J・ZELLER（1950）によって改めて定義されたGenus　EndothコraはEndotdyra属の歴史的意義およ

　びDimorphismとしての解釈，（HEMBEsT，1953），原記載の異なった解釈（St．　JEAN，1957♪さらに

　ソビエトではEo∫’ψ”α，　PseudeendothNraなどの平施回型の有孔虫が区別されていること等，多く
　の点で問題がある。筆者はあらゆる面から検討した結果，すくなくとも阿哲台から報告したもの

　はPseudoeπdothpuraと区別できないことをみとめた。
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べて生存期問が短いか個体数の少ないものである。

　（4）　PsendostaffeLLαsp・－A濃｝｝

　秋吉台の本化石帯は，阿哲台におけるAtetSUεtla　mennderα帯に対比される。鳶ε認0蕊ψ磁

は両台とも両化石帯にいたってはじめて観察ざれる。両化石帯に共通するPlectOgyα

mosguensis　group，　Pse認o¢η♂o吻rα，　Asteroαrchaediscus　bαshkiricus　groupは，これより上位

には観察されない。また両台で下位化石帯を特徴づけていたPsendoendothγrα　sρiroides　group

が，ここにいたってみられなくなる。Tmberisiua　bugbacea　group，　Tetrcztαxis，　PZ（wzeεndoth　ra，

Bredyinα，などはAtetsuella　nze（mclerα帯にはみとめていないが，これらは秋吉台の本帯にお

いても個体が少ないか，ある硫は生存期間の短いものである。ただProfaSZttineLlαがAtetsuella

menters帯には産出しでいるのにたいし，秋吉台では次のPナ《癖3琵伽ε磁ろ卿ε煽S帯にいた

ってはじめて見出されることに若干の問題がのこる。

．

（5）ProfusulineZlα　beppeηsis帯

　この化石帯は阿哲台における小谷層中部のKA◎4～◎6’およびSB　24～27の各地点から産

する化石群に共通する性格をもっている。紡錘虫類をのぞく他の有孔虫類は少なく，30％程

度をしあるにすぎないのに対し，Profusulinellαがもっとも多いことが両層の特徴となってい

る。またEndothyroids，　Tuberitinids，　Palae◎textularids，　FusulinidsおよびGloろivalvztlinG
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　

などにかんしては，両層に同種の産出がみられるeし＃がって本帯は小谷層中部に対比され
る。

V．国際的対比について

　下部石炭系に関するかぎり，小型有孔虫類の薄片による研究は近年ひじょうに多くなり，

英国においては’　CuMMINGs（1955　a，　b，　c，195¢，1957，1958）の一連の研究，北米ではE・J・

ZELLER．（1950，1957），　D．　E．　ZELLER（1953），　ARMsTRoNG（1955）．　WRAy（1952）らの研究，ソ

どエ！・地域ではもっとも多く，R・CmsRNou§§◎vA（1948，1949）RErrLINGER（1949，1957，1958，

1960，1961），M・MAKLAy（1953，1955a，　b，1956，1958），　MALAKMovA（1955）などの報告のほか

に，筆者の参照できなかっだ論文が数十篇にのぼる。とうした小型有孔虫化石群についての

資料の増加にともなoて，時代や対比についてはっきりした結論をだした研究もみられるよ

うになった。

　しかし日本のちかくでは，わずかにSOSNINA（1960）の沿海州における主として初期の紡

錘虫類，End◎thyr◎idsにもとつく化石層序学的研究，およびM－MAKLAY（196◎）による中

央アジアにおけるEbs唾ZZ窃，　Archaediscidsにもとつく同様の研究があるにとどまる。ま

た，日本における資料も少ないので現在国際的対比を論ずる段階にいたっていない。

　沿海州と日本とを比較してみると，前者においてUpper　Viseanとされたllik＞staffella－

MiLZεreLLa－EndothyTa　globzalus帯の込ε痂ε協磁妙繕s翻厩（MδUer），五槻喚Z偽5　spp．，

MilZerelLα　2　spP・，　Endoehγrα　ompltα1）tas　group，　HaplOphragmelZα　spり　Momotαuis　sp・，

Arcfiuecliscus　2　SPP．などからなる有孔虫化石群は，秋吉台と阿哲台におけるMiZlerellαsp．

A帯と1短認oε認o吻r窃騨駕認c磁帯のPseWieeMclbthPtr6ε郷館蜘，’Ebst｛xffeZIG　SPP．，

Mitlerellα　spp．，　Endothyrα　spp．，　HaphOPhragmeZIα　sp．，　Archuediscus　sp．などからなる化石群

、
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と全体として酷似する。しかし秋吉・阿哲のこの帯に豊富に産出する0鵠ωα加θ磁は，沿海

州ではBashkirianとされたOzαwαinelLα　anrorα・PserdostaffeZLα　antiguα帯の帯化石のひと

つになっている。生存期間の長いPa1ae◎textularids　｛ま別としてもClobivalonlirsesも岡じく

秋吉台では脇ZZeアεZZαsp．　A帯に多産するが，沿海州ではBashkirianにもっとも発達した

とされている。

　中央アジアと日本とくらべる場合，前者で重視されたArchaediscidsが秋吉台と阿哲台

ではひじょうに少ないことおよび化石層序区分にもっとも利用されたEostaffegZqは，現在

約55種もの記載があって，形態学的要素のすぐないこの属において完全な種の同定は困難な

ご、と，弔φ二つの理由のたあに両地域の比較（ま容易でない。

　筆者は，さきに阿哲台の名越層で設定した5化石帯の時代について，北米CerdileraR地

域におけるEndothyroidsの層序学的分布との比較から一見解を発表した。しかしそれは，

V章で論述したよう秋吉台と阿哲台との対比が可能になった今日では若干の改訂を要する。

すなわち醒o吻7⑳γ認襯r疹¢¢帯は国際的意味におけるMillerεZga帯（L◎wer　Ba＄hkirian）

の一部と考える。Atetsuella　meanaerα帯については結論できないが，化石群としてはMiLlereLZα

帯とProfusuZiraellα帯の中間的性格であることは否定で毒ない。小谷層中部は秋吉台におけ

るPrefesszalinellaろeppen＄is帯に対比され，国際的意味におけるPrefma3ali？iella帯（uPper

Bashkirian－power　Moscovian）であろう。これをさらに化石群の構成要素の特性からみて

論述する。　MilZ（TeZlαsp．　A帯に多産し，著しい特性どな与ているOZobivαlvuZinαおよび

GfOmespiraのように管状の隔壁をもつ小型有孔虫は，石炭紀中期においてもoとも発達した

ものとして知られている。またMiLZerelZα　sp・A帯の下部，　Ps（螂oe加lo吻脇sp・A帯，

En♂othiyrα　・sp・A帯をのぞくと，群全体の百分比の大きな割合をしめていたEndothyroids

一下部石炭紀でもっとも発達した一はひじょうにすくない。クズネッツ地域における化石層

序学的研究（G1ozdi！ova　and　Lebedeva，1954）によれば｝Visean　faunqの要素として

rEndothyroids，　Archaediscids，　EostaffelloidsとともにPseudoendothorrαがあげられ，

Bashkirian下部の要素としてProfusulineZlαをともなわないPsendostaffeLlαがあげられて

いることは，秋吉台・阿哲台にかんして対比上興味あるものである。以上のべてきたことか

ら，阿哲台におけるEndotdγrαspiroi4es部よびそれ以下のものは下部石炭紀であろう。こ

のことは醐o〃碗硲ρ5ro弼e3帯にともなう珊瑚化石群の時代的問題とも関連する㍉

　第2表に北米およびソビエト地域における下部石炭紀上部から石炭紀申期の下部にわたる

小型有孔虫化石の時代的分布をいれてみた。この表には秋吉台と阿哲台に産しない多くの属

種をのぞいており，・このまま北米ないしソビエトと日本との比較の材料にすることは適当で

ないかもしれないが｝大局的な比較には役だつものと考える。しかし約2◎◎属2◎◎◎種に近い

古生代小型有孔虫類のうち，わずか20％程度のものがその特徴を薄片によってくわしく観察

されているにすぎない現段階では，今後の資料の増加によらなければ解決できない問題が多

い。・

　　　　　　　　　　　　　　　　〆會
＊REITLINGER（1960）によれば，阿哲台のPtectogyra　communis（RAusER）およびP，　priMaeva（RAusER）

　としたものはLower　Viseanの特徴をもつEndothxraである。　Endotdyra　sPircids帯と瓦夢解襯7勉

　帯はUpper　Viseanと考えられ，その時代の珊瑚化石も共産する。まfa　AtetsueilaはP56π405’ψ1」α

　aπtigua　la類似しており，　Bashikirianのものと考えられるとのべている。　t
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VI。お　　わ　　り　　に

、

　小型有孔虫化石群の特徴でもって石炭系を分帯し，対比しようとする試みは，’日本では緒

についたばかりでみり，まだ問題が多い。しかし中・下部石炭系の化石層序区分が，紡錘虫

類のほかに壷わめて豊富に産する小型有孔虫類を利用することによって可能であることが確

認できた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　秋吉台では秋吉石灰岩層群のProfessuLinelLa　beppensis帯以下に，それを含めて5化石帯が

識別できる。この化石層序区分は岩相層序区分とよく一致する。さきに阿哲台の名越層にお

いてEndothyroidsのみから識別した化石帯は，その他の小型有孔虫類および紡錘虫類をも

含めての再検討によって，その化石内容は豊富に，また明確になった。秋吉台の方が阿哲台　・

よりも化石内容において豊富であるが，両台の化石帯には類似性が多くよく対比される。秋

吉台の5化石帯の地質時代は，全体として下部石炭紀の上部から石炭紀中期の下部にわたる

ものであり，広域的対比については問題があるが，PserdeWtotdyra，αoゐ醜鋤誠融，

Tesうεriting，磁ZZεrε磁，　OrazgesineZlaなどの急に豊富になる層準｝および長軸の紡錘虫の出現

する層準はおのおの意味するものがあると考えられる。またArchaediscidsがまったく観

察されなくなる層準も有意味であるかもしれない。

　西南日本の石炭系についての小型有孔虫類による化石層序学の確立には，秋吉・阿哲両台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

へ

のより詳細な層序学的，ならびに古生物学的研究が必要であろう。同時に一一連の石灰岩層群

の下部に輝緑凝灰岩，チャートおよび石灰岩の互層の発達する地域（広島県帝釈台・岡山県

大賀台など）の研究もまた大切であろう。　　　　　　　　　　　　　　　〆
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ExPLANATIoN　oF　PLATE　XXXIX

Representative　foraminifers　from　the　type　area　of　the　Akiyoshi　Carboniferous　Limestone

1．　Tuberitina　sp二（τminima　group），　AK　13．　×50

2．　τsp．（τbulbαceαgroup），　AD　28．　×50

3．Glomospira　sp．，　AD　13．　×50

4．HaPLoPhragme〃o　sp．，　AK　l　8．　×50

5．幽PtectogNra　sp．（P．　spinosα　group），　AKD　2．　×50

6．P．　sp．（P．　braの，i　group），　AK　16．　×50

7。Planoendoth］ra　sp．，　AD　O　1．　×50

8．Ple‘togy，7αsp．（P．　inπsitata　group），　AD　26．　×50

9．P．　sp．（P．　Mosquensis　group），　AD　4．　×50

10．Mikhailove〃αsp。，　AK　19．　×50

11．Rhenothpra　sp．，　AK　19．　×50

12．Endoth＞，ranopsis　sp．，　AK　25．　×50

13．Cr－ibrospira　sp．，　AKD　2．　×50

14．、Bradyina　sp．，　AD　28．　×50

15．　P∫eπdoendotdyra　sp．（P．　SyMMetriCa　group），　AD　12．・×50

16．P．　sp．（R卿70f4θ5　group），　AK　27．　×50

17．Eostaffe〃αsp．，　AD　22．　×50

18．ルTi〃〃診〃αsp．，　AD　l　1．　×50

19．　Ozawaine〃a　sp．，　AD　26．　×50

20．Palaeotextularia　sp．，　AK　17－2．　×50

21．（｝ibrostomum　sp．，　AK　l　3．　×50

22．Climaccammina　sp．，　AD　20．　×20

23．1）θ6んθ78〃α2sp．，　AD　l2．　X　20

24．　Te彦剛α短∫sp．（τdentata　group），　AD　l　l．　×50

25．　7二sp．（T．　planispilaris　group），　ADE　4．　×50

26，7二sp．（τMiniMa　group），　AK　18．　×50

27．　τsp．（τραgo碗ノbηηゴ∫group），　AD　1．　×50

28．Brunsia　？sp．，　ADE　4．　×50

29．．4Tchaedi∬us　sp．，　AK　13．　×50

30．．4steToaTchaediscus　sp．，　AD　26．　×50

31．　Globivalvuliha　sp．，　AD　l　l．　×50
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